
学習習慣が身に付き家庭学習をきちんとできる児童が多
いが、宿題忘れや忘れ物が多い。自主学習を進んです
る児童が少ない。

・保護者アンケートの「家庭学習は、家でできている」の肯定的
回答は、８２％。
・保護者アンケートの「忘れ物をしないように準備できている」の
肯定的回答は、７７％。

２ 授業改善の検証指標に照らし合わせて評価した状況

【別紙様式１】
大分市立明野北小学校　学力向上プラン１（８月）
学力状況について 学習状況について

・各学年の基礎的内容につまずきが見られる児童が1割程度いると捉える。算数科については、個別指導（3年
生以上は、少人数・習熟度別指導）や、別教材（ヒントカード等）で確実に力を付けていく必要がある。また、単
元計画や45分授業にスキルアップ（習熟,定着）の時間確保をすることが望ましい。

（授業改善テーマ）
協働して学び合う子どもを育成する授業

児童
生徒
の

課題

指導
の

状況

学力に
関する
達成指

標

【達成指標】・単元のまとめテストの平均を80点以上にする。
　　　　　　・学力調査で国・県・市の平均を上回る。
【検証指標】・学期末ごとの単元テストの平均点が80点以上。
　　　　　　・１月の学力状況調査の平均が、市の平均を上回る。（国・県は終了）

○教職員の「学力の底上げ」に関する５項目のアンケートの肯定的回答を90％以上にする。1学期末は、
「めあて・課題・まとめ・（振り返り）を適切に位置付けた授業をしている」が87％であった。

２ その他の学力向上に向けた指導の取組状況
○職員全員で学力調査の詳細な分析を行い、苦手な学習の補充に努める。⇒夏休みに分析
○小中連携を図るため、「明野地区学習のきまり」を意識した指導を行う。⇒「明野地区学習のきまり」を夏休みの小中連携合同研
修会で作成
○スキルタイムや授業で「対話タイム」を導入し、友だちどうしのつながりを深め、授業で思いや考えを交流する場をつくる。　⇒
アンケート結果は100％

１ 組織的な授業改善の取組状況

１ 各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
①国語については、説明文を段落ごとのまとまりを理解し
て、内容を的確に読み取ることに弱点がある。
②算数については、計算はできるが、その計算を言葉で
うまく説明することに弱みがある。
２ 授業改善の検証指標に照らし合わせて評価した状況
「授業で書く活動を取り入れている（自分の考えを書く・理
由を明確にして書く等」について：職員反省９３%

１ 各種学力調査の分析結果から明らかになった課題

○視覚に訴える教材提示を心がけ、毎
時間、分かりやすい指示内容た板書を
する。（児童アンケート90％以上）
○「めあて」「課題」「まとめ」「ふりかえり」
を毎時間、黒板に位置づけ、授業の流
れをパターン化する。（児童アンケート
90％以上）

○１時間に１回以上、「対話の場」を
設定する。
○毎日書く活動を効果的に取り入
れる。（教師アンケート95％以上）

○毎日、忘れ物がないように、持
ち物の確認をする。（保護者アン
ケート85％以上）
○毎日の家庭学習の時間を確
認する。（保護者アンケート90％
以上）

今後の
具体的
な取組

【授業改善】

（取組内容） （取組内容） （家庭・地域の取組内容）
○「可視化」に着目、分かりやすい
指示内容や板書を工夫する。
○研究部を中心に「めあて・課題・ま
とめ・（振り返り）」を適切に位置付
け、授業展開を工夫する。

○「対話の場」を設定し、協働して
解決したくなる工夫をする。
○自分の考えや理由を明確にした
書く活動を増やす。

○子どもが授業の準備をしてい
るか確認をする。
○家庭学習の時間を確保できて
いるか指導する。

（取組指標） （取組指標） （家庭・地域の取組指標）

【家庭・地域との協働】

【その他の学力向上の取組】

（授業改善の重点）
○自分の考えをもつための支援　　○一人ひとりの考えの位置付け
○考えを伝え合いたくなる場の設定　　○ふりかえりの場の設定

家庭学習が家できちんとできて
いる。（低学年２０～３０分、中学
年４０～５０分、高学年６０～７０
分）（保護者アンケート９０％以
上）

（達成指標）


